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新生カンボジアの初代大使を務め、１９９６年１月に帰国した今川大使はこの和

平プロセスの中で日本の果たした役割を、戦後初の積極的で創造型の外交だった

と評価する。パリで開かれたカンボジア和平国際会議から７年、この問題に継続

してかかわってきた経験を踏まえ、現在の政治状況を分析し、ポスト・シアヌー

クの見通しやクメール・ルージュなどについても語った。 
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 本日は、日本がカンボジア和平およびカンボ

ジアの復興に果たした役割と、その経験が日本

の外交にどのような影響を与えたかというこ

とをまずお話した後、カンボジアの現状をどう

見て、将来をどう判断するかということについ

て、私なりの意見を述べさせていただきたいと

思います。 
 まず、日本が果たした役割です。ご承知のと

おり、日本は第二次大戦で敗戦して以来、アジ

ア外交に対しては非常に臆病であり、日本はア

ジア情勢の動きに対応する対応型の外交だけ

をやってきたと思います。それはもちろん結構

なのですが、積極的に出て行くのではなく、あ

くまで受け身であり、うまく対応することによ

って国益を守る、ということが４０数年続いて

きたと思うのです。 
 その中で、私は、カンボジア問題に関する日

本の外交は、第二次大戦が終わって以来、初め

て積極的に平和と安定の創造のため関与する

という、創造型の外交だったと思っております。 
 
和平の萌芽を全力でフォロー 

 １９８７年１２月、フランスのエフェール・

アン・タルドゥヌアという小さな町で、当時大

変争っていた反ベトナム三派側の代表シアヌ

ーク殿下と、ベトナムに支援されてクメール・

ルージュを追い払ったヘン・サムリン政権のフ

ン・セン首相（現第二首相）の二人の間で、も

ういいかげん平和の話し合いをしようという

ことで、話し合いの端緒が開かれました。 
 その時、日本だけではなく世界が驚いたわけ

です。つい先日まで戦い合い、殺し合っていた

両派が、しかもその時点においてさえも相互に

誹謗、中傷し合っていたにもかかわらず、トッ

プレベルで話し合いをする、ということになっ

たのですから。これには非常に驚かされました。 
 私は当時マルセイユにおりましたが、外務省

から命令を受け、マルセイユとは関係のない中

国、ベトナム、タイ、インドネシアを回って―

カンボジア自身には行かれなかったのですが

―「カンボジア情勢がどのように動いているか、

情報を探してこい」と命じられて行ったことも

ありました。フランスにおきましてカンボジア

和平が最初の芽を出してから、日本は在フラン

ス大使館の大使以下参事官や書記官等を動員

して、全力を挙げて、これに関する情報収集を

行ったわけです。 
 そういうことで、アジアにおける紛争の処理、

戦争と平和の問題について、日本がどこかで働

く余地がないかと真剣に考えた。これは第二次

大戦後の日本にとって初めてのことでした。 
 その時、私はよく外務省の幹部と「日本が何

かやる以上、カンボジアの民族主義を尊重しよ

う」という話をしました。民族主義というと、

なにか安っぽい陳腐なイデオロギーのような

感じを受けますが、そういうことではなく、カ

ンボジア固有の文化、歴史、宗教、それから国

民感情を十分尊重した上で、日本にできること

を探そうということです。つまり大国の介入の

ような形ではなく、あくまでカンボジアを側面

から助ける、カンボジア和平を自分たちでやろ

うとした、シアヌークとフン・センを助けよう、

という方針をとったわけです。 
 
パリ会議で果たした日本の役割 

 ところで、今までアジアの平和問題について

は、残念ながら日本にはお呼びがかからなかっ

た経緯があります。１９５４年の第一次インド

シナ紛争を収めるためのジュネーブ会議、ある

いは６２年のラオス紛争解決のためのジュネ

ーブ会議、７３年のベトナム紛争終結のための

パリ会議。こういうものには、日本は一切入れ

てもらえなかった。 
 しかしながら、１９８９年８月、正確には７

月３０日から９月１日までですが、パリで開か

れた、カンボジアの四派を入れての１８ヵ国の
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会議に、日本は初めて正式に参加を呼びかけら

れました。しかも単に参加を求められただけで

はなく、第一＝軍事、第二＝政治、第三＝復旧・

復興と難民の帰還を扱った各委員会のうち、第

三委員会の共同議長国になりました。 
 私はこの第三委員会で、豪州のメリーリーズ

次官補、今はスウェーデンの大使をやっており

ますが、このオーストラリア人と一緒に共同議

長をやりました。第一委員会と第二委員会は盛

んに喧嘩をするだけで、何ひとつ結論を得られ

なかったのに対して、第三委員は復旧・復興の

問題と難民帰還の問題について、クメール・ル

ージュを含むカンボジア四派、および１８ヵ国

全員の合意を取り付けることに成功しました。

これは非常に大変だったのですが、カンボジア

に言いたいことは言わせ、カンボジア側を立て

た結果だと思います。この第三委員会での合意

が、２年後にパリ協定の一部になるわけです。

そういうことで、パリ会議において日本は非常

にいい働きをしたと私は思っております。 
 第一委員会（軍事）、第二委員会（政治）と

いう二つの分野が成功しなかったものですか

ら、パリ和平会議は中断されました。その後タ

イのバンコク、パタヤ、ジャカルタやニューヨ

ーク、パリなどで話し合いが行われましたが、

その比較的早い時期の一九九〇年五月に、いわ

ゆる東京会議が開かれました。 
 この会議では、少なくとも二つの点で成果が

あったわけです。一つは「今後とも話し合いを

続け、カンボジア和平のため最大の努力をす

る」という文章にシアヌークとフン・センがそ

れぞれの主張するタイトル付きで署名をし、彼

らの間でも文書を交換したことです。日本政府

がそのオリジナルを持っていると思います。こ

れは全く初めての出来事であり、エフェール・

アン・タルドゥヌアとかジャカルタとか、そう

いうところでは一切できなかったのが、日本で

実現したわけです。 

 第二の点は和平の中心になる最高国民評議

会（ＳＮＣ）の構成に関するものです。それま

ではプノンペン側が４分の１、ソン・サン派が

４分の１、シアヌーク派が４分の１、クメー

ル・ルージュが４分の１ということで協議をし

てきたわけです。しかし、それでは 
あまりにも現実的ではないので、思い切って日

本はプノンペン側が２分の１、反ベトナム抵抗

政府側つまりシアヌーク派、ソン・サン派、ク

メール・ルージュが２分の１、したがってこの

三派はそれぞれ６分の１ずつ、という提案をし

ました。もちろんシアヌーク殿下とは、内々提

案する前から相談はしました。 
 喧々諤々の議論がありましたが、それで良い

というシアヌーク殿下の決断によって決まり

ました。これはその約３ヵ月後にジャカルタで

行われた、国連の５常任理事国を含めた会議で

正式に決まるわけですが、東京会議で既にこの

合意がなされました。そういう意味で、東京会

議は日本の外交にとって大変な成功であり、創

造的外交の一環をなすものだったと思ってお

ります。 
 
直談判で拡大Ｐ５会議を設置 

 結局１９９１年１０月２３日、カンボジアの

和平に関するパリ協定に署名が行われ、それと

同時に先ほど申しました構成で、国民最高評議

会（ＳＮＣ）が発足したわけです。 
 そうした中で、私は１１月１０日にカンボジ

アに赴任いたしました。その段階では、現に存

在するフン・セン首相が率いるヘン・サムリン

政権を日本は承認していませんでした。未承認

国に名称だけでも大使を送るというのは、旧来

の国際法では若干問題があったわけですが、あ

くまで国民最高評議会に対する日本政府の代

表、という形で派遣されました。シアヌーク国

王は、私が赴任してから４日後に２０数年ぶり

に祖国に帰って来られたわけです。 
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 その約４日後の１９９２年３月１５日に国

連を代表して、パリ協定に基づき１年半にわた

り暫定統治を行う国連カンボジア暫定統治機

構（ＵＮＴＡＣ）の明石代表が到着しました。

たまたま彼は日本人だったのですが、そのこと

が日本の外交に非常に有益であったことは申

すまでもないことです。 
 明石代表の到着と同時に、国民最高評議会

（ＳＮＣ）と国連暫定統治機構（ＵＮＴＡＣ）

との両方がそろうという形で、カンボジアの統

治機構が、パリ協定にしたがってノーマルにな

りました。それまで私は国民最高評議会への日

本政府代表という名目でしたが、その時点で特

命全権大使に任命され、カンボジア国駐在とな

ったのです。 
 二国間の外交をやるのが大使なのですが、私

は主として明石さんを助け、ＵＮＴＡＣを助け

る、ということを命じられていました。ところ

が、国連がかなり関与して作った和平ですから、

国連の５常任理事国ばかりが、言葉は悪いので

すが｢デカい顔｣をして、日本、豪州、タイなど

がどうも重要視されないわけです。 
 私は非常に残念に思い、個別の訓令は受けて

なかったのですが、「お前たち、何でも良いか

らオレと一緒について来てくれ」と言って、豪

州とタイの大使を連れて、シアヌーク殿下が国

民最高評議会議長として、各派の代表および５

大国の代表と協議しているところに乗り込ん

で行きました。そこで「日本も豪州もタイも本

当に一生懸命やったのだ。あなた方の国をこれ

から助けようというのに、我々を入れないで協

議するのは腑に落ちない。一緒に入れてくれ」

と言いましたら、シアヌーク殿下は、英語で言

えば You are welcome!と、独特のジェスチャ
ーで大きく手をひろげるのです。ほかの５ヵ国

の大使もいたのですが、その大使方がどう思っ

たかは知りませんが、「ぜひ来なさい。ぜひ来

なければならない。日本は重要だ。豪州も重要

だ」というような言い方で入れてくれました。

その結果、拡大Ｐ５、明石さんはＥＰ５と言っ

ていますが、Expanded Ｐ５という機構がで
きました。 
 プノンペンにいるＥＰ５の８ヵ国とインド

ネシア（インドネシアはパリ会議の議長国で

す）の大使は、少なくとも一週間に二度、多い

ときは一日に３回も会い、クメール・ルージュ

をめぐる問題、またはベトナムをめぐる問題に

ついて協議を行いました。もちろん明石さんも

毎回出てきましたので、ＵＮＴＡＣを助けるこ

ともできました。こうして日本が和平の問題に

関与することができたのは、日本にとって良か

ったことだと思っております。 
 
ほぼ満点だった日本のＰＫＯ 

 そこへ日本のＰＫＯへの派遣問題がでてき

たわけです。アメリカからとか、国連からとか

言われますが、本当に日本に参加を頼んできた

のは、第一にカンボジアであり、直接当たって

きたのはフン・センです。それから続いて「ぜ

ひそうしてくれ」と言ったのはシアヌークです。

つまり、カンボジアで争っていた両派の首脳が、

日本にぜひ参加してほしいと言ってきたわけ

です。カンボジア流に言えば、外国の軍隊が国

連軍の名において、これから暫定統治に一年半

関与するのに日本が来てくれなければ困る、と

いうことをかなり強く言ってきました。 
 社会党の反対もありましたし、難しいことも

あったのですが、とにかく日本がＰＫＯに参加

したことは、その後の日本とカンボジアの関係

にとって、どれだけプラスになったかわかりま

せん。 
 と申しますのは、日本の自衛官も初めてのこ

とでちょっと遠慮しておられたのかもしれま

せんが、とにかく来る前からカンボジア語の

「こんにちは、おはよう」ぐらいはみんな勉強

してきていましたし、大変礼儀正しかった。こ
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ういう態度をカンボジア人は非常に喜びます。

日本のほかにもインドネシアとマレーシアの

両国は非常に態度が良くて、カンボジア側から

高く評価されました。 
 しかし、こういうことを言ってはいけないの

ですが、一部の国、特に東欧のブルガリアとか

アフリカのガーナなどは非常に評判が悪かっ

た。今でもカンボジア人は彼らの傲慢な態度に

は正直言って恨みを持っています。自分の娘や

女房にまで乱暴されたとか、いろいろな事件が

あったわけです。しかし日本に関する限り、そ

ういうことは全くなく、本当に私はカンボジア

との関係で良かったと思います。 
 ただ、まことに残念なことに、選挙監視に従

事されておられた中田さんの事件が起こりま

した。これはクメール・ルージュではなかった

と思いますが、カンボジアの地方のボスのよう

な悪者に殺害されてしまった。それから、文民

警察官の高田警視が亡くなったということは、

日本のＰＫＯを採点する場合、どうしてもマイ

ナス点になるのです。しかし、この点を減点し

ても日本のＰＫＯには９０点の評価が与えら

れると思います。 
 ＰＫＯ全体としては、私は７０％程度の成功

だったと思っております。カンボジアは国連の

サクセス・ストーリーだと言われますし、その

通りで大成功だったと思いますが、それでも７

０％程度だと思います。なぜかと言えば、クメ

ール・ルージュに手をつけることが一切できな

かったからです。クメール・ルージュはパリ協

定にしたがって、どんなに遅くとも９２年の６

月１３日までには自発的停戦から管理された

停戦に入り、武装解除をして、動員解除の道に

進まなければならなかったのですが、徹底的に

抵抗してこれをしなかった。また最終的には総

選挙に参加しなかった。これは非常に残念なこ

とです。しかしこれは国連の問題であって、日

本についていえば、私はほとんど完全に成功だ

ったと思っております。 
 
復旧・復興援助こそが安定への道 

 その後、９３年の５月に総選挙が行われまし

た。思ったより平和に、クメール・ルージュの

妨害もなく、しかも９０％を超える高い投票率

で行われました。これに参加しなかったのはク

メール・ルージュにとっては非常にマイナスで

あり、大変な失敗でした。それはともかく、選

挙の結果、制憲議会が成立し、制憲議会は立憲

君主制を採用し、シアヌーク国王の再即位を求

め、９３年９月にシアヌーク国王が再即位しま

した。そして国連のＰＫＯは一切終わるという

ことになったわけです。そういう一連の過程を

見ますと、カンボジアの紛争処理は、全体とし

て成功であったと思っております。 
 日本は、特にシアヌーク国王とは常に良い関

係を保ってきました。もちろんロン・ノル政権

時代、日本も反シアヌーク的行動をとってしま

ったわけですが、それ以外はずっとシアヌーク

国王とは、何らかの関係を持っていました。特

にこの一連の和平が始まってからは良い関係

にありました。これは大成功だったと思ってお

ります。 
 その後、日本は復旧・復興のためのＩＣＯＲ

Ｃ（International Committee for Reconstruction of 
Cambodia）という組織で、フランスと一緒に共
同議長を務めました。その前にカンボジアの復

旧・復興のための国際会議を９２年に東京で開

催するなど大変な貢献をいたしました。特に経

済協力の中の無償援助の面で（９４年に日本が

カンボジアに与えた無償援助は１４０億円に

なります）インフラの整備などに対して日本は

盛んに援助しております。 
 道路や橋の復旧が、カンボジアの経済および

治安を良くすることにどれだけ貢献している

か。これはご覧になれば一番良くわかります。

今まで崩れていた橋を直し、壊れてどうにもな
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らなかった道路を直したことによって、新しい

レストランやガソリンスタンドがたくさんで

きました。経済的な発展や雇用の促進にも大変

役立っています。またその付近はＵＮＴＡＣの

時代には、クメール・ルージュのゲリラが出て

どうにもならなかった所ですが、今やここでゲ

リラなどといったらお笑いものだ、というぐら

い平和を甦らせた。 
 私はあらゆる意味において、カンボジアに軍

事援助を行うのは犯罪的だと思っています。一

部の国が行っている軍事援助は、カンボジアに

再び紛争をもたらす根元になると思います。そ

うではなくて、経済援助をやって国民の生活水

準を良くすれば、クメール・ルージュが付け込

む余地はなくなるわけです。自画自賛のようで

すが、日本政府はこの点では良い援助をしてい

ると思っております。 
 
カンボジアを支える三つの安定要因 

 次に最近のカンボジアの動きと、その中にあ

る安定要因と不安定要因について、お話させて

ください。 
 第一はシアヌークの存在です。これは最大の

安定要因です。カンボジアにおいて、国民のだ

れからも、クメール・ルージュを含めて、どん

な政治傾向にある人からも尊敬されているの

はシアヌーク国王ただ一人です。シアヌーク国

王は憲法上「君臨すれども統治せず」の立場で

すが、彼の与える精神的影響力は無視できませ

ん。これがあるからこそ、いまのカンボジアは

うまくいっていると思います。仮に、シアヌー

クが将来没した場合、こういう安定のための精

神的影響力を行使し得る人は、ほかに一人もい

ないと思います。したがって、彼の死後には非

常な混乱が生ずるでしょう。 
 カンボジアの王位は万世一系の継承ではな

く、王族の中から選ぶ選定君主制です。これは

大変な問題を生ずる可能性があります。王位に

就く王族の後ろに政治家がからんで、政治的な

闘争になる可能性がある。いずれにせよ、シア

ヌークは安定要因の第一です。 
 第二の安定要因は、旧シアヌーク派、現在第

一党でありフンシンペック党と、一番力を持っ

ているかつてのベトナム型人民民主正義政党

の人民党との連立がうまくいっていることで

す。この連立はシアヌークの提案によるもので

す。選挙ではほんのわずかフンシンペック票の

方が多かった。そこで、もしフンシンペックが

第一党であるということで、全大臣のポストを

おさえて政権を握れば、地方組織も警察もおさ

え実際上は一番力を持っている人民党が反乱

を起こすことは目に見えておりました。 
 シアヌークは「これはいかん」と思ったので

しょう。初めはしようがないから自分が首相に

なって、フン・センとラナリット―自分の息子

でフンシンペック党の党首です―を副総理に

すると提案しました。しかし案の定、西側諸国

から大変な反対がありました。そこで彼はイヤ

になってやめたのですが、しばらく経ってどう

にもならないというのがわかって、共同首相制

を採りました。９３年９月に新しい政府ができ、

自分が王位に就くと、シアヌークは第一党のフ

ンシンペック党のラナリットを第一首相に、人

民党のフン・センを第二首相にしました。ただ

し、第一も第二もプロトコール・オーダーだけ

の違いで、全く同じ権限を持っています。首相

が二人いるというのは本来おかしいのですが、

これがシアヌーク的な、私はあえて英知と言い

たいのですが、大変な知恵であり、これによっ

て現在まで安定が続いています。 
 したがって、このバランスが崩れる時は単に

政争が激しくなるのではなく、人民党がおさえ

ている軍隊が必ず動き出すと思います。そうす

ると、せっかくの今までのカンボジア和平が全

部崩れる恐れがある。 
 第三の安定要因は、人民党のフン・センがし
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っかり権力を握っているということです。これ

も最大の安定要因の一つです。人民党というの

はもともと共産党だったわけですが、カンボジ

アの軍隊と警察と、地方組織を今でも実際上全

部おさえています。これに対してラナリットの

フンシンペック党は人もいないし力もない。 
 私は富士山の例え話をするのですが、カンボ

ジアを富士山に例えると、富士山を作っている

岩盤と土と砂は全部人民党です。その上にきれ

いにかぶさっている白い雪がフンシンペック

党なのです。この雪はどんどん溶けるのですが、

全部は溶けてしまわない。その程度の力です。 
 フン・センが力を持っているということが大

切なのです。もともと人民党は前の共産党です

から、フン・センがしっかりしていなかったら

ベトナムの影響力が再び強くなるでしょうし、

連立もだめになるでしょう。そして、見渡した

ところ、非常に頭が良く、人民党を立憲君主制

の政体下における政党として維持していける

のはフン・センしかいません。フン・センが力

を持っているというのは、大変な安定要因だと

思います。これが崩れると大変なことになりま

す。 
 
無視できないクメール・ルージュ 

 最後にクメール・ルージュについてお話しま

す。彼らはタイとカンボジア国境に近い山岳地

帯に、ある意味で閉じ込められているのです。

かつては４万人と言っていましたけれども、今

は戦闘要員が３０００人、非戦闘要員が６００

０人から７０００人、合わせて１万人程度しか

いません。１０００万の人口の中の１万人です。

しかし、このクメール・ルージュを無視するこ

とは決してできない。と申しますのは、ベトナ

ム戦争のころベトコンと呼ばれた南ベトナム

解放戦線などに比べて、倍以上長く厳しいゲリ

ラ闘争を経ていますから、あと５年でも１０年

でも彼らは待つことができる。 

 何を待つかと言えば、現政府の経済政策が失

敗して、貧富の差が非常に激しくなり、大変な

汚職、腐敗が行われ、一般国民の政府に対する

怨嗟の声が強くなる。そのときを狙って、乾坤

一擲の攻撃を加える。それまではじっと我慢し

ている、と彼らは言っています。これは決して

無視することはできません。 
 しかし、仮に外国からの軍事援助をもらった

軍隊でやっつけようとしても、これは絶対にで

きません。力の面から言っても、長距離の補給

ができないのが今のカンボジアの軍隊です。し

たがって、そんなことをせずに人民の生活を良

くすることが大切です。２０％でいいのです。

３０％なら大変なことですが、それ自体はそん

な難しいことではないと思います。外国の援助

を国民の生活向上のためだけに使って生活を

良くすれば、国民はバカではないのですから、

決してクメール・ルージュ政権の下にまた行こ

う、などとは言いません。願わくばその方向に

行ってもらいたい。 
 今のカンボジア情勢は、一部の方と見方が違

うかもしれませんが、現地で見る限り政治的に

も経済的にも確実に良くなっています。したが

って日本は、カンボジア人が本当に何を望んで

いるのかを見て、カンボジアの民族主義、固有

の文化、歴史、宗教といったものを尊重して、

カンボジアを側面から助けるべきです。決して

こうしろ、ああしろと圧力を加えない。そうす

ればカンボジアは安定していく。そうすること

がアジアにおける日本の地位のために非常に

良いのではないかと思っています。 
 

質 疑 応 答 

 
花井（中日 OB）私は９３年の総選挙に選挙監

視要員として参加しました。あの時は 1000人
以上の国際監視員が投票所や、開票所の監視を

しました。９８年にも次の総選挙があるらしい
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のですが、その時には自分たちでできるのでし

ょうか？それともやはり監視員を頼まなけれ

ば公正な選挙はおぼつかないという状態でし

ょうか？ 
 
今川 ９８年の選挙については、フンシンペッ

ク党、人民党の両党とも非常に関心を持ってい

ます。そのために政治的な主張を双方が繰り返

していますが、両方とも今度の選挙は自分たち

カンボジア人でやりたいと言っています。カン

ボジアはかつてシアヌーク殿下の政権時代、つ

まりサンクム・リアストル・ニジョムという政

党の時代には、自分たちで選挙をしておりまし

たので、できないことはないと思います。 
ただ、改めて選挙の登録を行い、投票場を設

け、投票用紙を配るという資金がどこにあるか

ということ。また、中立公平な要員、あるいは

各派の代表をどうやって集めるか、という技術

的な面では、まだまだ難しい。 
しかし、意地になっても今度は自分たちでや

ると思います。しかし、自分たちでやりますと、

国際的に怪しいと言われる可能性があること

も十分知っております。内々に私が話を聞きま

したところ、国際的な監視要員を国連にお願い

するか、あるいは自ら各国にお願いしてオープ

ンな監視の下で選挙をやりたい、とのことです。

おそらく、その方向に行くと思います。ただ何

と言っても、選挙を行う技術的、物質的な面で、

本当にどうやってやれるのか、ということが心

配されます。なお人民党の人たちは、各村に三

カ所ぐらい―これはＵＮＴＡＣの選挙に比べ

るとだいぶ少ないですが―投票所を設ければ

できる、と言っています。 
 
河村（朝日 OB）ベトナム戦争の末期、アメリ

カにはドミノ理論がありました。つまり、ベト

ナムが強くなり過ぎると、隣の国まで手を伸ば

すというものです。案の定それをやったわけで

すが、その後ベトナムは撤退したことになって

いるのでしょうか？ベトナムあるいはラオス

の勢力は、現在どういう形でどのぐらいあるの

ですか？ 
 
今川 カンボジアで大きな問題になったベト

ナム軍の存在は、いわゆるアメリカの言ったド

ミノ理論によるベトナムの自然的影響力の拡

大ではありません。つまり、アメリカのプレゼ

ンスがなくなり、あるいは自由陣営側の力がな

くなることよって、ベトナムの共産主義勢力が

伸びるという図式とはちょっと違います。７９

年にカンボジア国内の農業がどうにもならな

くなったとき、クメール・ルージュは国内から

国民の目をそらせようとして、南ベトナムに対

する進攻を企てたわけです。 
 そういう挑発によってベトナムは、クメー

ル・ルージュをそのままにしておくことは安全

保障上危ない、ということで進攻したわけです。

ベトナムから見ると、クメール・ルージュとい

うのは大変に反ベトナム的な連中でしたが、進

攻してみたら「強い、怖い」と言われていたク

メール・ルージュが予想外に弱かった。数日に

してプノンペンを陥落し、さらに数週間で全カ

ンボジア領土でベトナム軍がクメール・ルージ

ュを追放してしまった。 
 それ以来、タイとの国境でずっと頑張ってい

たクメール・ルージュが戻って来ないように抑

えることは、カンボジアにとっても必要だった

と思いますけれども、ベトナムにとっても絶対

に必要であった。だからベトナムは１０万人の

軍をあそこに駐留させたわけです。 
 しかし、私もその前ベトナムにおりましたが、

ベトナムは戦争が終わった後も貧困の極にあ

り、軍隊を派遣すること自体が大変な負担だっ

たわけです。そういうこともあり、カンボジア

のヘン・サムリンの軍隊に徐々に肩代わりをさ

せ、ちょうどヨーロッパで東西の対立がなくな
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り、ベルリンの壁が壊れた８９年ころ撤兵を決

定し、８９年９月だったと思いますが、ベトナ

ム軍はほとんど全員が撤退しました。そのとき

本当に１００％撤退したか、あるいは９０％だ

ったかは良く分かりません。しかし少なくとも、

９１年１０月２３日にパリ協定が署名され、１

１月１４日にシアヌーク国王が帰って来た時

点で、完全にベトナム軍は撤退しています。私

は１９９１年の１１月の時点では、もうベトナ

ム軍はゼロになったと言えると思います。 
 ベトナム軍がいなくなったことが、どういう

結果をもたらしたか？もしベトナム軍が全く

いなくなってヘン・サムリン軍によって肩代わ

りされただけなら、おそらくクメール・ルージ

ュはその力の真空を利用したかと思います。し

かし、たまたまその時国連軍がやってきたわけ

です。これではパリ協定に参加したクメール・

ルージュも手がつけられない。そういう意味で

もベトナムは非常にうまい時期に撤退したと

思います。 
 なお今日、不幸なことですが、カンボジアと

ベトナムとは非常に仲が悪い。民族的な対立が

ある。なぜベトナム人をカンボジア人が嫌うか。

これにはひとつ理由があるわけです。 
 ベトナム人もカンボジア人も旧仏領インド

シナにおいて、フランスの支配下にあったわけ

ですが、フランスは非常に巧妙でした。ベトナ

ムは直轄植民地ですからきちっと治めました

が、カンボジアは被保護国であり、おそらく１

０００何百人ぐらいのフランス人しかいませ

んでした。彼らはゴム園を経営したり王族や華

僑の大金持ちと付き合う｢雲の上の存在｣でし

た。実際に人民を支配する警察官吏とか徴税吏

などには全部ベトナム人を利用したわけです。 
 したがって、フランスから８０何年植民支配

にあっているのですが、フランスを恨む気持ち

というのはカンボジアの庶民の間にはないの

です。むしろフランスの植民地時代に、虎の威

を借るキツネとして威張ったベトナムが憎ら

しい、というのがカンボジアの反ベトナム感情

の元になっている。この感情は残念ながら、ま

だしばらく抜けないのではないか。 
 ただ、昨年末にシアヌーク国王自身がベトナ

ムを訪問しました。ベトナムの書記長もカンボ

ジアへ来ました。そういうトップの交流などか

ら、あと３０年かかる５０年かかるか分かりま

せんが、徐々にこういう国民感情は改善されて

いくのではないかと思っています。 
 
水野（朝日）シアヌークさんは健康状態が万全

ではなく、今も北京で療養されているようです

が、シアヌークさんが亡くなった後のポスト・

シアヌークについてうかがいます。今川さんは

高く評価されておられるのですが、フン・セン

は独裁者的傾向があるとも伝えられています。

ラナリット第一首相の政治家としての力量を

含めて、ポスト・シアヌークのシナリオをお話

ください。 
 
今川 率直なことを申しましょう。シアヌーク

国王は、最近健康状態が良くなりました。私と

一時間話をしていれば、私はせいぜい５分、あ

との５５分は彼一人でしゃべりまくっていま

す。しかし、昨年は本当に彼の健康を心配して

いました。ただ「ガンだ、ガンだ」と言うので

すが、シアヌーク国王がガンであると言った人

は、彼自身しかいないわけです。お医者さんや

中国当局はかつて誰も言わなかった。しかしシ

アヌーク国王は、盛んに自分の病気をみんなに

告知していまして、「前立腺のガンが悪化し、

背骨の骨髄に入った。だからこれはもうダメな

んだ」と言ったのは、ご本人なのです。 
 ところが昨年の末ごろになると、シアヌーク

さんは「ガンは完全に治った」と言いだしまし

た。これは大変おめでたいことですが、中国の

医者のすばらしい技術と、西洋と中国の両方の
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医学と薬を使ったから、もうガンは治った。と

ころが今度は糖尿病がひどくなった。目が白内

障になった。左の目はこの前手術してすっかり

見えるようになった。今度は右目を手術しに行

く、というので今は北京に行っておられる、と

思うのです。 
そういうことで、まだそう簡単に死なないの

ではないか、と私は見ています。ただ、亡くな

ると確かに大変なことになる。それではその後

はどうなるかと言いますと、四代前のアンドゥ

ウォン王という王様の子孫にシソワット家と

ノロドム家という二つの王族があり、ともに平

等に国王に選ばれる立場にあります。国王を決

めるのはローマ法王の選定に似ています。首相、

国会議長、国会副議長、仏教の二つの派の管長、

という人たちによる王冠会議が、前の国王が亡

くなってから７日以内に次の国王を決める、と

いうのが憲法上の規定です。 
ポスト・シアヌークの第一候補であるラナリ

ット第一首相は、確かにある意味において国王

になりたいと思います。ですから帝王学をやっ

てくれると良いのですが、どうもそうではない。

ただ、彼は政治経験はそう長くないとはいえ、

政治が好きで好きで仕方がなくなっている。あ

まりにも政治に関心が強過ぎるために、国王に

なって「君臨すれども統治せず」の立場になる

ことをいやがるのではないかと思われます。 
第二の候補はシアヌーク国王の妃、モンニニ

アック王妃の子供であるシハモニです。この人

は男ですがバレリーナであり、奥さんはいませ

んけれども、選定君主制の国王には別に奥さん

がいなくてもいいのかもしれません。現在、フ

ランスで駐ユネスコ大使をやっています。文化

面では確かに大変造詣の深い人です。ただ、こ

の人の欠点はラナリットと正反対で、あまりに

も国王になるには政治に関心がなさ過ぎる。 
両名とも自ら「俺が」というようなことはあ

まりないのではないか。後ろからいろんな政治

家がサポートして、こっちがいい、あっちは悪

い、とやるでしょう。例えばフン・センは仲が

良いラナリットを支持するでしょう。他方、人

民党のプロトコール・オーダー一番のチア・シ

ム国会議長―彼は国王と非常に親しいし、王様

の奥さんともいい関係にありますから―シハ

モニを支持するのではないかと思います。 
二人を国王にするわけにはいかない。いくら

首相が二人いても、どちらかということになる

と、大変な争いになる。つまり、王様にならな

かった方の後ろにくっついている政治家が不

穏な動きをすることになると思います。それを

私は、非常に心配しています。 
いずれにせよ、大変な力量のある、しかも国

民から愛されているシアヌーク国王が亡くな

れば、後継者問題を別にしても、政治的な混乱

は免れないと思います。どうしたら混乱を起こ

らないようにし得るかというと、やはり国民生

活がもっと向上するように政府自体がしっか

りすることだと思います。 
なお、フン・センの力が強すぎるという話は

外務省内でも言われていますが、私は全然そう

は思わないのです。フン・センは、例えば小和

田国連大使なども「カンボジアはフン・センだ」

と言っているように、会ってよく話してみると、

あれほど真面目で頭の良い人間はカンボジア

にいない、と私も思います。しかし決して権力

亡者ではない。さらに、彼は人望があります。 
私はシアヌーク国王を尊敬しているし、シア

ヌーク派も好きなのですが、旧シアヌーク 
派にはフランス国籍やら、外国の国籍が多すぎ

て、カンボジアの国籍だけの人間はごく少ない。

それに比べて人民党は、チア・シムやフン・セ

ンなど、ほとんど全員カンボジア国籍です。こ

れは、私は民族主義の点で大いに尊敬しており

ます。 
ただラナリットとフン・センとの関係を、ぜ

ひお間違いのないように。これは、本当にちょ
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っと仲が良すぎて気持ち悪いくらいです。これ

は決して表面だけではなく、本当に助け合って

います。シアヌークもフン・センを信用してい

ます。 
 
永井（読売）クメール・ルージュの資金源は、

北西部の宝石だとか、木材だとか言われたので

すが、現在でもそうなのか？あるいは、いまは

そうではないとしたら、１万人の要員の資金源

になっているのは何なのか？ 
 
今川 クメール・ルージュの資金源は、かつて

は中国からの援助と、タイを通じて行われる中

国からの武器援助だったわけです。 
パリ協定が成立して、カンボジアの戦争が終

わった段階で、クメール・ルージュは実に大量

の武器を持っていました。１３年間にわたり中

国から援助された大量の武器を持っていまし

た。それを山の中に隠し持っていて、ほとんど

使わなかった。 
もし、パリ協定通りに武装解除したら、みん

な取り上げられてしまう。これは絶対に困るわ

けです。それが彼らの資金源だったと思います。

この武器が、いまも残っているかどうかは知り

ませんが、カンボジアのココンの付近で、人民

党側の押えている港からお金で通して、いろい

ろな国のゲリラなどに売った、と言われていま

す。それも一つだったのでしょうけれども、何

と言っても中国からの援助だったのです。 
しかし９３年の２月ごろか、選挙の前にクメ

ール・ルージュがコンポントムという町で、Ｐ

ＫＯに参加している中国の工兵部隊を攻撃し

て、兵士２人を殺してしまいました。このとき

私は、中国はそんなに怒らないのではないかと

思ったら、中国は徹底的に怒りました。中国の

大使が私に言うには、中国の政府はひとりっ子

政策をとっていて、１８歳や１９歳になった頑

強な青年が無益に死んでしまっては、政府は遺

族に言い訳ができない、と。 
また、中国はあまりにも評判の悪いクメー

ル・ルージュとの距離をあけるチャンスを狙っ

ていたのではないかと思うのですが、それ以来

クメール・ルージュに対する援助は、中国は一

切やっていない。これは本当だと思います。そ

して、急速にクメール・ルージュは貧困化して

いくわけです。中国の人たちは「もうクメー

ル・ルージュはダメだ」ということで、政治的

にもサポートしなくなっています。 
宝石というか、貴石が唯一採れるのがパイリ

ンというところです。パイリンの例では一メー

トル四方いくらで土地を売るわけです。それを

タイの商人が買いに来て掘る。バンコクの市場

にあるサファイアとルビーの半分以上が、パイ

リンのものであると言われています。 
それから木材です。タイは国内で切ることが

できませんので、どんどん切って出している。

話によると、クメール・ルージュの押えている

北の地域、ダンレック山脈から一度ラオスを経

由してタイに入るそうですが、そうやって木材

を出しています。ただ木材については、政府軍

も同じようなことをやっています。ベトナム経

由で出していますから、あまりクメール・ルー

ジュのことを言えません。それはともかく、ク

メール・ルージュの資金源ということでは、い

までも続いています。 
ただ、何と言っても中国の援助がなくなった

のが大きい。さらに、かつてスチンダの軍隊の

こと行われていたタイからの援助（タイも国際

的な問題には敏感ですから）表向きは全然なく

なっています。 
ですからクメール・ルージュは非常に苦しく

なっていると思います。これは非常に言葉が悪

いし、私はクメール・ルージュの悪口を言うつ

もりはないのですが、苦しくなっているので一

つの有力な資金源は強盗行為だと思います。国

道を走るトラックを襲うということをやって
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います。それも襲ったものをその場で消費して

しまうわけではなく、かなり重要な資金源にし

ているのではないか、と思われます。 
ただ、クメール・ルージュのことにつきまし

ては、まだまだ分からないことが多い。この前

も省内で、「お前、クメール・ルージュのこと

をいろいろ言うけれども、ポル・ポトはいった

い生きているのか？死んでいるのか？どこに

いるのか？」と言われて、私は大いに困りまし

た。ただ、「生きていることはほぼ間違いない

と思う」ぐらいしか言えなかったのですが。そ

ういうことで、クメール・ルージュについては

まだまだ外務省にも大使館にも情報のはっき

りしないところがあります。 
文責・編集部 
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